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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年7月31日(2008.7.31)

【公開番号】特開2003-126073(P2003-126073A)
【公開日】平成15年5月7日(2003.5.7)
【出願番号】特願2002-278302(P2002-278302)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３３０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 （ａ）放射線の放出の手段（１１）と、（ｂ）該放射線の放出の手段（１
１）から画像を形成する手段（１２）と、（ｃ）該画像を形成する手段に端辺を設ける手
段（１６）と、（ｄ）前記放射線の放出の手段と前記画像を形成する手段との間に設けら
れている圧迫の手段（１４）と、（ｅ）前記放射線の伝播方向に平行に前記圧迫の手段を
移動させる手段と、（ｆ）圧迫位置において、前記放射線の前記伝播方向に沿った一定の
位置に前記圧迫の手段を保持する手段（１３）とを備えており、（ｇ）前記圧迫の手段は
、前記圧迫位置において、投影時に前記放射線の前記伝播方向に垂直で且つ前記端辺に平
行な１以上の方向に可動であり、
更に、患者が苦痛を感じる限界の最大揺動を超えないように、前記圧迫の手段の前記伝播
方向に垂直で且つ前記端辺に平行な１以上の方向への移動を制限する手段を備える、マン
モグラフィ装置。
【請求項２】 前記画像を形成する手段及び前記圧迫の手段は互いに対して移動する請求
項１に記載の装置。
【請求項３】 前記画像を形成する手段及び前記圧迫の手段は同じ方向に可動である請求
項１又は２に記載の装置。
【請求項４】 前記画像を形成する手段及び前記圧迫の手段は反対の方向に可動である請
求項１又は２に記載の装置。
【請求項５】 （ａ）Ｘ線管（１１）と、（ｂ）該管から発する放射線を受光するように
構成されており、患者に接触する一つの端辺（１６）を有する受像器（１２）と、（ｃ）
前記管と前記受像器との間に設けられており、前記Ｘ線の伝播方向に平行に上下に移動す
ることが可能な圧迫板（１４）と、（ｄ）圧迫位置において、前記放射線伝播方向に沿っ
た所定位置に前記圧迫板（１４）を保持する手段（１３）とを備えており、これにより、
（ｅ）前記圧迫板はその圧迫位置において、投影時に、前記Ｘ線伝播方向に垂直で且つ前
記受像器（１２）の前記接触端辺（１６）に平行な１以上の方向に可動である請求項１～
４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】 前記受像器（１２）は、投影時に、前記Ｘ線伝播方向に垂直で且つ前記接
触端辺（１６）に平行な１以上の方向に可動である請求項５に記載の装置。
【請求項７】 前記受像器（１２）又は前記圧迫板（１４）に運動を付与する１以上の手
段（２０、２１、２２、２９）を含んでいる請求項５又は６に記載の装置。
【請求項８】 前記１以上の手段は、モータ（２０、２１）及び該モータに接続されてい
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るギア（２２、２９）を含んでいる請求項７に記載の装置。
【請求項９】 前記１以上の手段は、モータ（２０、２１）及びラック・アンド・ピニオ
ン（２２、２９）である請求項５、６又は７のいずれか一項に記載の装置。
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